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はじめに1

　2008年6月22日、はじめて台湾に降り立ったのが筆
者の海外勤務のはじまりです。それまで海外勤務経験
がなく、日本語しか話せない筆者が海外を担当するとい
うのは、今にして思えば無謀としかいえません。国内公
共工事の閉塞感から海外進出の足がかりにと、その2
年前に比較的日本に距離が近く親日の台湾に現地法人
を立上げ、２代目の総経理として赴任しました。その後
５年間は台湾駐在、以降現在まではインドネシア、ベト
ナム、ミャンマーなど東南アジアの国 も々担当するようにな
り10年になります。「台湾の常識」「東南アジアの常識」
に揉まれながら、本邦の推進技術を海外に展開したいと
いう思いで活動してきましたが、同時にいろいろな課題も
見えてきました。
　本稿では、台湾、インドネシア、ミャンマーでの事情お
よび課題について、事例も交えて報告します。

台湾の事情2

　台湾の推進工事の歴史は比較的古く、昭和50年代
後半からはじまっています。弊社が技術指導した刃口式
推進と圧気推進がはじまりのようです。その後、台湾国
内で独自に推進工法の広がりを見せ、現在では推進工
事に大小数多くの業者が携わっています（正確な統計

がなく数字はつかんでいませんが）。
　台湾での推進工事は、營建署、各自治体発注や
BOT方式などの下水道・水道工事および台湾電力発
注の管路埋設に広く利用されています。管埋設の7 ～
8割に推進工法が採用されているといわれています。
　市場性はある!!　いざ台湾へ!!　と思われますが、た
だの直線推進では単価が安過ぎ、ロ－カルに太刀打ち
できません。掘進機も日本メーカ各社から輸入して比較
的早くから取組んでおり、自社製造する会社も出てきて
います。
　そんな中、当社が活路を見出したのは「長距離・曲
線推進」です。はじめての曲線推進は、2006年に嘉義
縣で行った台湾電力の曲線推進です。当工事は呼び
径2400、L＝345ｍ、Ｒ＝50ｍを1/3管を使用して行い、
無事精度よく到達させました（写真－1）。以後、台湾
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写真−1　管内状況
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電力の管埋設をはじめ、BOT方式、自治体など数多く
の長距離・曲線推進に携わってきました。もちろん順風
満帆ではありません。どちらかといえば強い逆風の中を
歩んできました。
　2011 ～ 2014年まで、台湾營建署と（公社）日本推進
技術協会のあいだで技術交流会を行い、台湾での種々
の問題を討議し、また、友好も深めてきました。「長距
離曲線推進」の理解が進み、採用される事例も増えた
感がありますが、設計・変更の考え方、仮設の考え方、
安全の考え方など、商習慣の違いはまだまだ理解できな
いことも多いのが現状です。
　これまで台湾の現状を紹介してきましたが、ここで長
距離・曲線推進の事例をひとつ紹介します（図－1）。

　工 事 名：新北市山峡區・鶯歌區汚水下水道系統
　　　　　　第期工程
　企 業 者：新北市政府水利局
　受 注 先：翔益營造有限公司
　施工場所：新北市山峡區・鶯歌區
　用　　途：下水道
　管　　径：呼び径1000
　工　　法：泥水式推進工法
　推進延長＆曲線径：B09⇒BE01　L＝245.6ｍ
　　　　　　　　　　R＝200、200ｍ
　　　　　　　　　　B09⇒B10　L＝488.22ｍ
　　　　　　　　　　R＝300、80ｍ
　土質条件：軟岩、砂岩、砂層
　土 被 り：18ｍ

図−1　推進概要図

写真−3　掘進機投入写真−2　掘進機投入
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　当工事は新北市の山峡地区と鶯歌地区の下水道普
及率の向上、河川の水質汚染の軽減を目的に発注され
たもので、呼び径700 ～ 1200の推進が約7ｋｍ含まれ
ています。１件の工事規模が日本に比べて大きいのが
魅力ですが反面リスクも大きくなります。
　当社が担当するのは呼び径1000区間の一部ですが、
B09⇒BE01を昨年の１１月はじめに発進し、現在1月末
までの到達を目指して推進中です（写真
－2〜4）。

インドネシアの事情3

　インドネシアは、2012年の経済産業省
が中小企業を対象とした海外支援事業

「政府開発援助（以下、ODA）案件
を活用した海外展開支援事業」の公募
に対し、当社を含む本邦企業がチームを
作り、インドネシア国に「下水管路建設に
おける推進工法技術の普及事業」を提
案し、採用されたのがはじまりでした。
　この調査では、今後予定されているジャ
カルタ特別州の下水道工事計画 ※1（図
－2）の優先プロジェクトの踏査、提案ほ
か、現地でのセミナー開催、本邦への関
係者の招聘研修などを行いました。当時
は翌年度にでも出件されるとの話がありま
したが、昨年ようやくZone1の詳細設計
がはじまったばかりという状況です。

　本誌で何度か取上げていただいたチリウン川放水路
工事のインレット側も住民の立退きが進まず着工待ち、な
かなか計画通りに進まないのがインドネシアです。
　インドネシアの動向については、本誌当月号に（独）国
際協力機構（JICA）専門家および現地駐在員の方が
投稿されていますので、筆者は次にミャンマーの事情に
ついて述べさせていただきます。

ミャンマーの事情4

　ミャンマーは2011年に軍事政権から民政移管し民主
化が進み、それまでかけられていた制裁処置が緩和さ
れ、また解除されると同時に海外からの投資環境も徐々
に整えられ、東南アジア諸国連合（ASEAN）最後の
フロンティアとして注目を集めています。
　日本政府もODAを活用した「経済協力」をはじめ、
いろいろな分野での交流を推進しています。
　当社がミャンマーに関係するようになったきっかけは

写真−4　初期発進

図−2　下水道計画

※1　既処理区：Zone4、優先プロジェクトZone1＆6、中期整備計画：Zone3、5＆10
　　　長期整備計画：Zone2、7、8、9、11、12、13、14
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「福岡市国際ビジネス展開プラットフォーム」の会員にな
り、2015年8月のミャンマー国ヤンゴン市へのミッション団
に参加したのがはじまりです。ヤンゴン市内は車が多く、
渋滞がありますが、少し郊外に出ると舗装されていなく
凸凹道路を揺れながら走らなければなりません。タクシー
は走っていますが、メータがなく乗る前に金額交渉が必
要です。ホテルは意外と高く、まだ、需要と供給のバラ
ンスが悪いのかもしれません。食事に関しては、中心部
だけかもしれませんが日本の居酒屋も多く、食べることに
は困りません。また、観光面においては、シェダゴン・パ
ゴダ（写真－5）やチャウタッジー寝釈迦仏（写真－6）
は一見の価値があります。
　話が脱線しましたが、推進が採用された事例の紹介
をします。今回紹介するのは、急速な経済発展が進む
ティラワ経済特区への送水管敷設プロジェクトの内、バ
ゴ川を横断する工事（ODA案件）です（図－3、写
真－7〜9）。
　概要は以下の通りです。
　工 事 名：CONSTRUCTION OF BAGO RIVER 
　　　　　　PIPELINE CROSSING
　企 業 者：YANGON CITY DEVELOPMENT 
　　　　　　COMMITTEE
　受 注 先：戸田建設㈱
　施工場所：ミャンマー国ヤンゴン市

写真−5　シェダゴン・パゴダ

写真−6　チャウタッジー寝釈迦仏

図−3　断面図
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　用　　途：上水道
　管径延長：呼び径1100　L＝814ｍ
　工　　法：泥水式推進工法
　土質条件：砂質・シルト、泥岩
　土 被 り：最大約34ｍ
　当プロジェクトはミャンマーにおいては、はじめての長
距離推進で、しかも大土被りで非常に難易度の高い工
事です。設計も日本企業が担当し、このプロジェクトを
成功させるために「河川横断の実績」「推進距離800
ｍ以上の実績」「深さ30ｍ以上の立坑築造の実績」
が要求されました。また、使用するヒューム管も継手性
能0.3MPa以上が要求され、この結果、ミャンマーで実
績のある戸田建設㈱が落札し当社が推進部分で協力
することになりました。
　現在、来年の推進開始を目指し、国内において推
進機材の準備および中押管の性能テスト（継手性能
0.3MPa以上の中押管はメーカでは用意していない）や
高水圧対応の坑口のテストも進めています。
　ミャンマーの諸事情にはまだまだ熟知していませんが、
来年機会があれば施工報告も含めもう少し深く掘り下げ
たいと思います。

今後の課題5

　これまで、台湾をはじめインドネシア、ベトナム、ミャン
マーと携わってきましたが、一番に思うのは、海外案件
は会社の事業計画に取込むのが非常に難しいということ
です。政治的理由、社会的理由、経済的理由で簡単
に出件や着工が遅れます。それも月単位でなく、年単
位で……これでは、中小企業である推進業者が海外に
目を向けるのは難しくなります。そのほか、商習慣の違い、
コミュニケーションの問題（中小推進業者の人材不足）、
資材調達、VISAの取得、税金の問題、外資系建設
会社の規制（インドネシアは特に厳しい）、工事代金の
回収などなど……。
　１社だけでは到底解決できない問題が多々あります。
官民一体となった対応も必要と思います。

おわりに6

　海外を担当して10年、筆者なりに試行錯誤してきて、
はじめて海外勤務する職員には下記の3原則を話してい
ます。

写真−9　到達側から

写真−8　発進側から

写真−7　発進立坑位置
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①自分の経験を活かし、自分の経験に固執しない
②自分の知識（技術）を活かし、自分の知識（技術）

を過信しない
③人の話をよく聞き、人の話をうのみにしない
　台湾人、東南アジアの人もプライドは高いです。この
国にきて仕事をさせてもらっているという謙虚な気持ちを
持つことが必要と思います。
　台湾に赴任してからあっという間でしたが、多くの友
人ができ、いろいろな方に助けられました。時間のあると
きは、その中のひとり、梁氏（元營建署）の家で庭造り
やバナナ作りなどをしてリフレッシュをしています。台湾に
来られたときは是非立ち寄りください。 写真−10　バナナを収穫する筆者


